
原発ゼロ社会実現のための公論形成
被害を記録することの重要性

（第1部会 清水コメント）

〇原発事故被害を認識し、表現することの困難さ

被害の「語りにくさ」と自己責任化

「風評被害」・「風評加害」→加害・被害構造の不可視化

＞市民による抵抗としての権利侵害の記録化

次なる事故の発生を見据える市民の「現実主義」

＞訴訟を通した事故の実態と権利侵害・責任の所在の明確化

＞世代間正義（inter-generational justice)

次世代に原発事故とその被害をどのように伝えていくのか

「無責任・不可視の構造」に抗うために



オンライン企画 第２回 （3月22日開催）
「原発事故の被害はなぜ見えにくくなったのか？」へのコメント

• ご指摘の通り、原発事故の被害はわかりにくく、難しい側面があるのと同
時に、被害を語らせない圧力も様々に働いていると思います。そういう中
だからこそ、多様なかたちで被害の記録を作っていくことが大切だと感じ
ました。

• 被害者自身が「誰の」「何の」権利侵害を受けたか明確に表現できていな
いように感じます。

• 他方、その見えにくい被害を「権利性」の問題から捉えて、誰のどんな権
利が侵害されているのかがきちんと分析されていないようにも思います。
無差別に放射性物質が撒き散らされた事実（汚染の事実）からスタートし、
生命身体に対する被ばくという権利侵害、コミュニティの破壊（ふるさと
喪失）などの多様な権利の侵害を分析的に見る必要があると思います。

• 当事者の抑圧だけでなく、被害をかき消すために、原発ムラがどのような
PAをしてきたか理解しないと、歯が立たないと思います。



「信頼する情報源」 あてはまるものなし 55.6％
「原子力文化財団 2020年度世論調査結果」より

https://www.jaero.or.jp/data/01jigyou/pdf/tyousakenkyu2020/results_2020.pdf

https://www.jaero.or.jp/data/01jigyou/pdf/tyousakenkyu2020/results_2020.pdf

